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幹  事　石橋　久充

会  長　大橋　秀樹

Rotary Club of Satte Chuo

［開会］ 

［開会点鐘］ 

［国歌・ロータリーソング斉唱］ 

君が代 ／ 奉仕の理想 

［ロータリーの目的唱和］  

［四つのテスト唱和］  

［結婚月・誕生月のお祝い］ 

６月結婚月・・・高木康夫会員 

６月誕生月・・・張ヶ代宜広会員・金子卓司会員 

・昆 裕司会員・小島比ろ子会員 

 

 

 

 

 

 

 

［会長挨拶］ 大橋秀樹会長 

先週ご案内したアースシェイカーのボ

ーカル西田昌史（マーシー）とのセッショ

ンに参加してきました。マーシーさんは

来月 60 才とのことですが、かなり鍛えている筋肉でそ

んな年には見えません。参加者がどんなに間違えても

すべて笑いに変えてフレンドリーで本当に楽しい時間を

過ごしました。マーシーさんは年間 150 本ほどのライブ

をこなし、全国一人旅ライブを続け地元のファンとの交

流を続けています。音楽を続ける努力と鼻高にならず 

ファンを大事にする姿勢に学ぶことの多い一日でした。 

 

[幹事報告] 石橋久充幹事 

・幸手市献血会総会開催の案内と推進

委員推薦のお願いが届いています。 

・久喜クラブより交換留学生合同送別会

の日程変更の案内が届いています。 

6月 23日(日)18時30分～久喜市のステーキハウス ラ

ヴィータで開催です。 

幹事と池田ガバナー補佐、張ヶ代グループ幹事で出席

予定です。他に参加希望者がいましたら申出て下さ

い。 

 

［RLI卒後研修終了証授与］  石橋久充会員 

 

 

 

 

 

 

 

［本日の例会］ 地区出向者報告 

★米山記念奨学学友選考委員長  

小林達郎会員 

米山記念奨学部門 

米山記念奨学増進委員会     

① 寄付目標額 会員一人あたり 25,000円 

       （普通寄付、5,000円：特別寄付、20,000円）    

② ７３クラブでの卓話の実施 

米山学友選考委員会      

①  奨学生選考試験の準備と円滑な運営  

② 合同奉仕事業、米山学友主催事業の実施 



米山奨学部門主な事業    

2018年 

2月  地区チーム研修セミナー 

3月  会長エレクト研修セミナー 

4月  地区協議会研修セミナー  

6月  米山奨学生指定校説明会   

7月  米山記念奨学部門セミナー 

9月   合同奉仕事業（老人ホーム訪問） 

10月  カウンセラー研修会 

11月  地区大会 

12月  感謝の集い(クリスマスパーティー)  

2019年 

1月   次年度米山記念奨学生選考試験 

3月   米山奨学生修了式 

4月   入学式 

5月   2770地区米山学友会親睦会(日帰り旅行) 

米山奨学事業は、日本のロータリーの創始者、故米山

梅吉氏の偉業を記念し、1952 年東京ロータリークラブ

が、海外から優秀な学生を日本に招き、勉学を支援す

る奨学事業「米山基金」を立ち上げることから始まる。

1967年には、財団法人の認可を受け、2012年には、公

益財団に認定される。 米山奨学金の最大の特徴は、

日本最大の民間奨学事業と世話クラブ・カウンセラー

制度。2018年度は全国で 852名採用の予定であり、年

間事業費 14億円。累計奨学生 20,396名。 

奨学金（毎月）：学部課程 10 万円、修士・博士課程 14

万円 。また、米山奨学生は、クラブの例会や地域の奉

仕活動、日本の実業人・専門職業人であるロータリアン

との交流を通じて、より深く日本を知り、ロータリーが求

める平和の心を学ぶ。 

感想 

今年度、吉田耕之部門委員長(大宮シティーRC)、宗像

英明増進委員長(大宮南 RC)を始め増進委員会６名、

学友選考委員会７名、地区幹事３名の合計１７名で委

員会活動を行いました。米山奨学部門は他の部門と異

なり、各委員会独自の活動ではなく常に合同委員会を

行い、事業に取り組みました。それゆえ資料作成や会

場の設営など部門委員長の負担が大きく、なるべく両

委員会で役割分担するよう努めました。宗像増進委員

長には、主に３５件もの米山奨学生のクラブ卓話派遣

の手配、寄付金の増進など。学友選考委員会では、新

規奨学生選考に関する資料作成、各事業の受付で出

席者の確認や登録料の管理、米山学友との連絡調整

など。その間、各クラブの卓話には、委員会に関わらず

各委員が手分けして行いました。今年度の委員会もい

つも１００％近い出席率で、また前年からの継続の委員

が多く、一致団結し一体感が感じられ、充実した委員会

でした。また、米山奨学生の入学から終了まで携われ、

奨学生の成長を実感できたことが一番嬉しいことでした。

日本語の上達は言うまでもなく、ロータリークラブに対

する感謝の気持ちも強く感じられ、これから巣立ってい

く奨学生が、日本と母国の架け橋になってくれると確信

しております。 

今から８年前になりますが、2011 年 10 月、第３回米山

中国学友会総会が北京にて開催されました。総会は、

姫軍会長を中心に全て日本語で行われ、米山奨学生

になれて良かった、おかげで勉強や研究に専念でき、

ロータリアンとの交流を通して本当の日本が知ることが

できた。また、日本の伝統や文化を学ぶことができたこ

とは一生の思い出と共に財産になりました。日本のロ

ータリアンの皆さんから受けた厚情は、生涯忘れること

ができません。という言葉を当日集まった多くのの学友

が口にしていました。思っていた以上に、中国の学友か

ら日本に対する感謝の言葉に驚いたことを思い出しま

す。小林年度も米山奨学生は、３４名中１６名が中国人

です。なぜ、中国人が多いのか？と疑問を持つ方も多

いと思いますが、日本全体の留学生の半数、また、地

区の選考試験受験者６割以上は、中国人です。なるべ

く多くの国から採用するよう努力しておりますが、優秀

性、人物本位の選考結果であり、皆素晴らしい学生で

す。そして、米山事業を推進し、ロータリアンを通して正

しく日本を理解してもらうことが、国際理解、親善に寄与

していくことを確信しております。今後ともご理解、ご協

力をお願いします。 

 

★青少年奉仕部門委員長  

井上 亮会員 

 

 



昨年 7 月 15 日、大宮ソニックシティにて行われた青少

年奉仕部門セミナーの模様です。左上から時計回りに、

インターアクト委員会、ローターアクト委員会、ライラ委

員会、青少年交換 金ローテックス代表の写真です。 

関西から、RIJYEC(国際ロータリー日本青少年交換委

員会)のアドバイザー近藤眞道さんにお越しいただき、

青少年交換のすばらしさについて講演いただきました。

青少年交換事業は、ロータリアンの子育てプログラム

であるとの話でした。大橋会長、石橋幹事、参加ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローターアクト 9 月 10 日がアクトの日(語呂合わせ)で

す。その前後の日曜日に、例年奉仕活動を行っていま

す。今回は、9 月 9 日、パレスホテルで、ローターアクタ

ーとロータリアンの 2 時間ほどのディスカッション後に、

炎天下、大宮周辺のごみ拾いを行い、氷川神社まで歩

きました。石橋幹事、金子桐絵会員、村上会員、参加あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年交換 学生が来日直後の、8 月 22 日～23 日、

大宮の新道山家で、日本のマナーを教える合宿が行わ

れました。右から 2 番目、久喜ロータリーで預かりのロ

バート君、3番目がメキシコから来たシトラリさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 3日に庄和町で行われた大凧上げ祭りの時の写真

です。大凧、上がりました。中川ガバナー凧も午前中に

上がりました。来日学生はほぼ全員参加しました。右側

に写っているのが尾曾さんです。尾曾さん、ローテック

スの幹事として 1年間活躍しました。  

 

 

 

 

 

 

 

インターアクト 訪日学生 43 名、ロータリアンの付き添

い 7名。2月 8日から 13日まで 6日間。 



 

 

 

 

 

 

 

幸手中央ロータリークラブで、学生 4 名預かり。左側の

写真は、井上家で預かった 2 名です。鎌田さん、小島さ

ん、学生さんのホストファミリー6 日間，お世話になりま

した。また、2月12日、韓国学生のフェアウェルパーティ

ーに多くの会員の方に参加いただき、ありがとうござい

ました。私は、6 日間、インターアクト委員会のメンバー

とともに韓国ロータリアンの接待でした。富士山がよく

見える富士山温泉鐘山苑（かねやまえん）に宿泊。韓

国の方との付き合いで、日本酒獺祭、そして、焼酎の

一気飲み。意識がなくなり、つぶされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 23日から 28日は、35名の学生の引率で韓国へ。

焼肉、ウナギ、サムゲタンなど、いろいろごちそうになり

ました。左は、観光で行ったソウルタワー。右は、大うな

ぎ。はさみで切って食べます。お代わりが出て食べきれ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓国での学生のインターアクト協議会での模様です。

今年の写真がなかったので、去年のものを載せてあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、屋久島の立体模型です。周囲 132kmほぼ円形

に近い島で、樹齢数千年の屋久杉をはじめ世界的にも

貴重な自然が残っています。研修生 30 名とともに、

4/13～4/15 RYLA屋久島研修に行ってきました。5月 

中旬の大雨による被害にあわず、本当に良かったで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

屋久杉と、有名な大川（おおこ）の滝の写真です。 

今年度は、6月 16日の青少年交換委員会が最後となり

ます。6 月 24 日は、ガバナー補佐、部門委員長だけで

なく、全クラブの会長幹事を含めての大打ち上げ大会と

なる予定です。クラブの皆様には、いろいろご協力いた

だき、誠にありがとうございました。 

 

★青少年交換委員  中田盛夫会員  

皆さん、こんばんは。私も青少年交

換委員会に出向しておりました。 

部門委員長が井上さん、委員長が春

日部イブニング RC の鈴木さん、幹事

が大宮 RC の星野さんでした。ベテランの方々が多くら

っしゃる委員会で、思ったよりとてもハードな委員会でし

た。最低でも月１回は開催され、朝から晩までのことも

ありました。その中で同時に留学生の事も行われるの

でとても忙しい委員会です。自分は半分ほどしか委員

会に参加できませんでしたが、そのなかで学んだことが

ありました。それは、留学して帰ってきたROTEXの方々

の働きが凄いことでした。青少年交換委員会は ROTEX



がいないと成り立たないと思います。留学生をまとめる

のも通訳も ROTEX がやってくれています。我々がお膳

立てした後はすべて ROTEX が頑張ってやってくれまし

た。本当に素晴らしい活躍ぶりでした。ただ留学に行か

せて終わりではなく、その後もずっと続いていることがと

ても良い事業に関わっていると思えました。自分は、出

向は一年で終わってしまいますが、また機会があれば

やりたいと思います。一年間有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［出席報告］ 

 

 

 

［スマイルボックス報告］ 

●張ヶ代宜広会員 

 出向者の皆さん、卓話お疲れ様でした。 

●小島比ろ子会員 

 誕生祝い有難うございました。 

●金子卓司会員 

 よろしくです。 

●中田盛夫会員 

 大橋会長、ラスト１ヶ月。頑張って下さい。 

●大橋秀樹会員 

 本日も例会に出席いただきありがとうございます。 

●石橋久充会員 

 いよいよ今月いっぱいです。宜しくお願いします。 

●印田博秀会員 

 井上さん、小林さん、中田さん、大変お疲れ様でし 

 た。 

●昆 裕司会員 

 役員の皆様、お疲れ様でした。 

●金子桐絵会員 

 お誕生日おめでとうございます。 

●井上 亮会員 

 先週は、体調不良で欠席しまして申し訳ありませんで 

 した。 

●小林達郎会員 

 本日よろしくお願いします。 

●村上 覚会員 

 ６月ですね。早くも 2019年半分ですね。 

 

 

 

 

 

［閉会点鐘］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
例会の出席は、ロータリアンに課せられた最
低の責任です。欠席の連絡は、必ずお願い
致します。

クラブ事務所　℡&Fax　　　0480-44-0056

公共イメージ委員会

村上　覚　　佐野嘉彰

本日の合計 ¥17,000
本年の合計 ¥552,500

会員数 出席者数 ＭＵ 出席者数計 ％
本　日 25 13 4 17 68.00%
前回修正 26 26 0 26 100.00%
前々回修正 26 15 4 19 73.08%


